
（題字／橘右女次）
“来！BuRaRi”はライブラリの意味ですが、ぶらりと来てもらえる図書館に！との思いも込めています！
“にほんばし”の題字は、寄席文字書家の橘右女次（たちばなうめじ）さんによるものです。
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順位 タイトル・作者 貸出
回数

1位 謎の香りはパン屋から
／土屋うさぎ 61回

2位 目には目を／新川帆立 44回

3位 楽園の楽園／伊坂幸太郎 41回

4位 リペアラー／大沢在昌 40回

4位 C線上のアリア
／湊かなえ 40回

順位 タイトル・作者 貸出
回数

1位 まてないの／ヨシタケシンスケ 23回

1位
じぶんでよめるぎょうじずかん
ーきせつのぎょうじ12かげつ!ー
／成美堂出版編集部

23回

2位 へんしん のりもの／三浦太郎 22回

3位 ようかいむらのごくらくてんごく
／たかいよしかず 20回

3位 おんぶーぶー（とことこえほん）
／矢野アケミ 20回

3位
はたらくのりものえほん2
（のりものしかけえほん）
／いしかわこうじ

20回

一
般
書

児
童
書

順位 タイトル・アーティスト 貸出
回数

1位 THANK YOU SO MUCH
／サザンオールスターズ 27回

2位 メイへム／レディー・ガガ 23回

3位 THE BEST 2020ｰ2025
／Snow Man 22回

3位 DETOX／ONE OK ROCK 22回

4位 トゥー・スピリット、シアトル‘74
／ジョージ・ハリスン+ラヴィ・シャンカール 21回

順位 タイトル・アーティスト 貸出
回数

4位 The Water／ JUJU 21回

4位 Channel U／緑黄色社会 21回

視
聴
覚
資
料

2025年に出版された日本橋図書館所蔵資料のなかで、何が人気だったのでしょうか。
貸出された一般書・児童書・視聴覚資料のベスト5をご紹介します。

日本橋図書館のこの一年数字で
見る

ベストリーダーベストリーダー� （2025年1月1日〜2025年12月31日）
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ビアトリクス・ポター（Helen Beatrix Potter）の生涯

ビアトリクス・ポターは1866年7月28日、ロンドンのサウス・ケンジントンの裕福

な家庭に生まれます。

幼い頃から絵を描くことが大好きで、飼っている小動物や植物、バカンスで訪れ

た土地のキノコや昆虫などを積極的に描き、鋭い観察力と絵画の才能を磨いていき

ます。16歳の夏、一家はイングランドの湖水地方のニア・ソーリー村を訪れました。

彼女はこの土地の景観の美しさに感動し、その後生涯を通じて魅了され続けます。

1888年、ビアトリクスは購入したウサギにベンジャミン・バウンサーと名付け、沢

山の素描を描きます。その中の6枚が出版社に買い取られ、1890年にクリスマス

と新年用のカードとして売り出されることになりました。

『ピーターラビットのおはなし』の誕生のきっかけとなったのは、元家庭教師だった

アニー・カーターの息子、ノエル少年に宛てた絵手紙でした。病床にあった5歳のノ

エルを励ますため、ベンジャミンのあとに可愛がっていた、ウサギのピーター・パイパー

を主人公にお話を書きました。それをもとに絵本を作ることを思い立ち、1901年

に私家版の『ピーターラビットのおはなし』を自費で250部出版しました。これが大

好評となり、翌年に改めて絵本が出版されると瞬く間に完売し、人気絵本作家として

の活躍がスタートします。その後、全23作のピーターラビット シリーズを世に送り

出しました。

1905年、ニア・ソーリー村のヒルトップ農場を購入し、ロンドンから湖水地方に拠

点を移したビアトリクスは、1913年に不動産を扱う弁護士のウィリアム・ヒーリスと

結婚します。執筆活動と農場生活の両立は大変でしたが、幸せな日々を過ごしました。

当時のイギリスでは産業革命による環境破壊が問題となっていました。ビアトリク

スは湖水地方の景観が損なわれるのを防ぐため、広大な農場を購入し、数年かけて次々

と環境・景観保全に重要な土地を買い入れていきます。また、湖水地方の保護には

地方固有のハードウィック種の羊が重要であると考え、羊の保護活動にも尽力しました。

1943年に77歳で亡くなった時、16か所の農場と20戸のコテッジ・ハウス、

4300エーカー以上の土地がナショナル・トラスト（歴史的建造物や自然保護のため

の民間団体）に遺贈されました。

女性の生き方が制限されていた時代に、ビアトリクスは自分の信念を貫き、自然

を愛した素敵な女性でした。

ビアトリクス・ポター略年表
西　暦 歩　み 年齢

1866（慶応 2 ） 7月28日、ロンドンにて生まれる。

1882（明治15） 初めて湖水地方を訪れる。 16歳

1888（明治21） ウサギを購入、ベンジャミン・バウンサーと名付ける。 22歳

1890（明治23） ヒルデスハイマー＆フォークナー社よりグリーティン
グカードが販売される。

24歳

1892（明治25） ウサギを購入、ピーター・パイパーと名付ける。 26歳

1893（明治26） ノエル少年にウサギを主人公にした絵手紙を送る。 27歳

1900（明治33） 手紙を絵本にしたらどうかと周囲にすすめられる。 34歳

1901（明治34） 出版社が見つからず『ピーターラビットのおはなし』
を自費出版する。

35歳

1902（明治35）『ピーターラビットのおはなし』がフレデリック・ウォー
ン社より出版される。

36歳

1905（明治38） ニア・ソーリー村のヒルトップ農場を購入する。 39歳

1909（明治42） ニア・ソーリー村のカースル・コテージを購入する。 43歳

1913（大正2） ウィリアム・ヒーリスと結婚し、カースル・コテージ
に移り住む。

47歳

1923（大正12） トラウト・ベックパーク農場を購入する。 57歳

1943（昭和18） 12月22日、カースル・コテージにて病死。 77歳

1944（昭和19） 所有する土地、家屋などのほとんどがナショナル・
トラストに遺贈される。

あひるのジマイマ

こぶたの
ピグリン・ブランド

ベンジャミン・バニー

Reproduced by permission of Frederick Warne & Co. Ltd.

「ビアトリクス・ポターと愛犬ケップ」
つまさきティミーアプリイ・ダプリイ

こねこのモペット

ピーターラビット

マグレガーおじさん

はりねずみティギー 赤りすナトキン

ピーターラビット TMの生みの親 ビアトリクス ・ ポター TM

〜生誕160年を記念して 絵本作家であり 農場主でもあった ビアトリクス ・ ポターを特集します〜

1971年初版発行。長
らく愛されてきました。

『ピーターラビットのお
はなし』ビアトリクス・ポ
ター／さく・え いしいも
もこ／やく 福音館書店
2019年

50年ぶりに新訳が出版
されました。

『ピーターラビットのお
はなし』ビアトリクス・ポ
ター／作・絵 川上未映
子／訳 早川書房 
2022年

登場するキャラクターたち

きょうだいとお母さんと一緒に、大きなもみの木の下に暮
らすいたずら好きな男の子。お父さんは、マグレガーおば
さんに肉のパイにされてしまいました。

『ピーターラビットのおはなし』『ベンジャミン・バニーのお
はなし』などに登場

こねこのトム、ミトンときょうだいで、お母さんはタビタさ
んです。すばしっこいネズミを捕まえるために頭を使いま
すが、はたしてうまくいくのでしょうか。

『こねこのトムのおはなし』『モペットちゃんのおはなし』な
どに登場

お話に登場する数少ない人間のキャラクター。眠っていた
ベンジャミン・バニーの子どもたちを捕まえ、毛皮を売って
タバコを買おうと考えていました。

『ピーターラビットのおはなし』『フロプシーのこどもたち』
などに登場

TM

ピーターラビット シリーズってどんな本？
ピーターラビットは世界110ヶ国48ヶ国語で出版され、累計出版部数は2憶

5,000万部を超える世界中から愛される絵本シリーズです。

ピーターラビットのお話には、たくさんの動物たちが、まるで人間のように

生活している様子が描かれています。ピーターはすべての話に登場するわけ

ではなく、各話で様々な動物たちの日常や冒険を楽しむことができます。

彼らの話し方、立ち居振る舞いはどこかリアル。しかし同時に茶目っ気たっ

ぷりで、とても魅力的です。細やかなタッチのイラストが物語により一層愛

らしさを添えてくれますが、その可愛らしい挿絵とは裏腹に、必ずしもハッピー

エンドでは終わらないシニカルなストーリーも魅力のひとつです。
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オススメ本

『ピーターラビットのすべて -ビアトリクス・ポターと英国を旅する -』
　辻丸純一／文・写真 河野芳英／監修 小学館 2016年

『羊飼いの想い - イギリス湖水地方のこれまでとこれから -』
　ジェイムズ・リーバンクス／著 濱野大道／訳 早川書房 2023年

『よくわかるきのこ大図鑑』
　小宮山勝司／著 永岡書店 2025年

ピーターたちが暮らしている世界は、ビアトリクスが訪れたり住んだりしたことのある、
イギリス北部の湖水地方やスコットランド、ウェールズなどがモデルになっています。こ
の本では、各地の風景写真とイラストを対比しながら、ビアトリクスにゆかりのある場
所を紹介しています。
右の写真は、本書30ページに載っている、ニア・ソーリー村に建つレイクフィールド長屋
の玄関です。その隣は、ピーターラビット シリーズの『パイがふたつあったおはなし』に

描かれている、犬のダッチェスが玄関に立っている挿絵です。ふたつを見比
べると、ビアトリクスが自然を愛し、細部までよく観察してイラストを描いて
いたことがうかがえます。

イギリス湖水地方で三代つづく羊飼いの家系に生まれた著者は、ビアトリクスの農場で飼育し
ていた羊と同種のハードウィック種の牧羊をしています。
この本には、農場での生活や家族史とともに、農業の過去、現在、未来が書かれています。
自然に優しい手法で羊たちを養い、豊かな土地と生活を子どもたちへ遺していくためにはどう
すればよいのか、オックスフォード大学を卒業した著者は考えます。持続可能な農業とは何か、
世界共通の環境問題に迫る意欲作です。

本号2-3ページでは紹介できませんでしたが、ビアトリクスは出版界だけでなく、当時の女性
には珍しい版権ビジネスを手掛け、きのこの研究分野でも功績を残していました。ビアトリク
スも惹かれた、きのこの魅力とはどんなものなのでしょうか。

大判の写真で見るきのこたちは、どれも美しく、見ていて飽きません。変わった場所に生え
たり、奇妙な形をしていたりと、きのこの世界の奥深さを味わうことができます。解説も簡潔
で分かりやすく、きのこ分野の入門書としておススメの一冊です。

<参考文献>『世界の歴史  9（集英社版学習まんが）産業革命とアメリカの独立-資本主義の始まり-』集英社 2024年
	 �『ビアトリクス・ポター物語-ピーターラビットと自然を守った人-』キャティ・ウーリー／文 ジニー・スー／絵
	 中井はるの／訳　河野芳英／監修 化学同人 2023年
	 �『ピーターラビット全おはなし集 改訂版 愛蔵版』ビアトリクス・ポター／さく・え いしいももこ／やく
	 まさきるりこ／やく なかがわりえこ／やく 福音館書店 2007年
	 『ピーターラビットの世界へ-ビアトリクス・ポターのすべて-』河野芳英／著 河出書房新社 2016年
＜参考URL＞ピーターラビット™公式サイト https://www.peterrabbit-japan.com/（参照2026-1-31）

玄関に立つダッチェス レイクフィールド長屋の玄関

『パイがふたつあったおはなし』のあらすじ…
猫のリビーからお茶会に招待されたダッチェスは、リビーが用意したネズミ
のパイを食べたくないと、頭を悩ませます。パイが焼きあがる前に、先回り
してリビーの家に忍び込むものの……
犬と猫のご近所付き合いの様子が面白おかしく描かれています。
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初
は つ ね

音森
もり

神
じ ん じ ゃ

社（儀式殿）
中央区東日本橋2-27-9

初音森神社は、宇
う が

迦之
の

御
みたまの

魂神
かみ

を御祭神とする神社です。宇迦之御魂神は食物を司る神で、御稲荷様とも呼ばれ

ます。後にすべての生産、産業の祖
おや

神
がみ

と仰がれ、商売繁盛の神・地域の産
うぶすな

土神
がみ

として日本橋馬喰町・日本橋横山町・東

日本橋の繊維問屋街に鎮座しています。 　

歴史・由来

＜参考文献＞『初音森神社由緒』初音森稲荷神社 2003年
	 �『日本橋・京橋地区（現東京都中央区）に所在する全神社の由来に関する実地調査』第一住宅建設協会/編
	 第一住宅建設協会 1987年
	 『東京都神社名鑑 上巻』東京都神社庁/編纂 東京都神社庁 1986年
	 �『日本橋トポグラフィ事典 地誌編 旧日本橋区町名の沿革・由来』日本橋トポグラフィ事典編集委員会/編 たる出版 2007年
	 『日本橋横山町馬喰町史』有賀禄郎/編 横山町馬喰町問屋連盟 1952年
＜参考URL＞初音森神社ホームページ https://www.hatsunemori.tokyo（参照2025-11-27）

謝辞 初音森神社宮司　田部裕子様には、歴史・由来等についてご協力頂き感謝申し上げます。

シリーズ企画シリーズ企画

初音森神社は、鎌倉時代後期の元弘年間（1331-1334）に創建されたと伝えられています。
文明3年（1471）、初音の里と呼ばれるクスノキなどの植物が生い茂る森（現在の日本橋馬喰
町靖国通り交差点付近）に太田道

どうかん

灌の寄進により大社殿が建立され、地域の産土神として信
仰を集めます。天文20年（1551）には初音森神社の社前に馬場ができ、初

はつうま

午祭では馬追いの
催しがありました。しかし、徳川家康入府後、浅草見附門の建設で境内地の半分が削られ、
さらに明暦3年（1657）の大火後、関東郡代屋敷用地とされます。そのため万治2年（1659）3月
に、替地（墨田区千歳）を拝領し移転しました。現在も本社は墨田区千歳2-4-8にあります。
その後も氏子たちの信仰は変わることなく続き、昭和23年（1948）旧跡の一部である現住
所（東日本橋2-27-9）に神社を建立し、昭和25年（1950）4月に遷座しました。現在は初音ビル
に改造され、御祈祷や御朱印の授与は2階にある儀式殿で行われています。1階には『初音森
資料館』が設けられており、神社の由緒や地域の歴史のパネル展示、貴重な宝物などの資料
を見ることが出来ます。

初音森神社の社前にあった「初音の馬場」は遠州浜松の馬場にならっ
て設けられたと言われており、中央に土手を築きその周りで馬を回せ
るような造りになっていました。徳川家康は関ヶ原の戦いの前にここ
で馬揃えをし、木

きむ ら

村常
ひ た ち の

陸之介
すけ

を代参として初音森神社に戦勝祈願を
行ったとされています。家康は神

しん

井
い

の水で一息つき、愛馬三日月号に
もその水を飲ませて出発し、大勝しました。その後、その井戸に「三日月」
と命名したと伝えられています。

初音森神社（儀式殿）

『名所江戸百景 馬喰町
初音の馬場』
写真提供：中央区立京橋
図書館

日本橋地区の寺・ 神社　其の二十一 

名馬三日月号の像

「初音の馬場」と「三日月の井戸」
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冬をたのしむ語りの世界
2025年12月7日に実施

親子で楽しむ絵本講演会
「齋藤槙さんとじゃばら絵本を作ろう！」

2026年1月12日に実施

芥川賞・直木賞・谷崎潤一郎賞・本屋大賞を受賞した作品を集めました。受
賞作一覧を掲示するほか、賞の成り立ちや、受賞作品が掲載される文芸誌につ
いても紹介。また、参加型企画として「わたしの○○賞」と題し、「大好きな
本賞」「読むのに時間がかかりました賞」など様々な賞を設け、利用者の皆さ
んが賞を贈りたい作品を募集しました。いただいた紹介文は壁面に掲示、作品
は展示本に加え、皆さんのご参加のおかげでさらに豊かな展示となりました。

ビアトリクス・ポターについて深く知るほど、彼女がたくましく生きた素晴らしい女性だったことがわかり、
可愛いイメージが強かったピーターラビット シリーズについても、新たな視点を交えて読む楽しさを再発見
しました。今回、紙面を作成するかたわらには常にビアトリクスが描いたキャラクターがいて、その愛らしい
姿に何度も癒され、励まされました。ぜひ図書館まで、絵本のなかのピーターたちに会いに来てください。
イラストの提供等ご協力を頂いた㈱ソニー・クリエイティブ プロダクツ様には、心より感謝申し上げます。 

「ストーリーテリング」とは、物語を覚えて何も見ずに語ることです。今回、冬
をテーマにした物語をストーリーテリングで聴くイベントを行いました。開催に
は、日本橋図書館で活動されている、にほんばし語りの会にもご協力をいただき
ました。参加者の中にはストーリーテリングに初めてふれるという方もいました
が、皆さん、興味深く聴かれているようでした。長い物語を覚えることに、驚か
れる方もいました。

絵本作家・齋藤槙さんを講師に招き、「じゃばら絵本」を作るワークショップを行絵本作家・齋藤槙さんを講師に招き、「じゃばら絵本」を作るワークショップを行
いました。まずは『ぺんぎんたいそう』ほか、たいそう絵本の読み聞かせでスタート！いました。まずは『ぺんぎんたいそう』ほか、たいそう絵本の読み聞かせでスタート！
親子で元気いっぱいに体を動かしました。絵本作りの時間では、先生が一人一人親子で元気いっぱいに体を動かしました。絵本作りの時間では、先生が一人一人
の机を見て回り、丁寧にお話をされていました。それぞれの個性の光る絵本が出の机を見て回り、丁寧にお話をされていました。それぞれの個性の光る絵本が出
来上がると、先生に作品を見せ、講評をいただきました。参加された方たちの、来上がると、先生に作品を見せ、講評をいただきました。参加された方たちの、
笑顔に満ちたイベントとなりました。笑顔に満ちたイベントとなりました。
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